



















































と出会った教採合格前後（2 年間）の合計 5 年間を振り返る。なお、本手記に対しては項目ご
とに筆者が小見出しを入れ、教師塾の成果と課題をわかりやすく表記した。



















































































































































































































































































































































































































































































験はほぼ全員に近い 9 割以上が合格している。二次試験合格者は昨年度（2010 年）で 24 名、



























































































































































































菅原祐美子、2012、「春から教員 試練を糧に成長」（『朝日新聞』2012年 1月 21日付）
山本健慈、2011、「大学サバイバル、国立編 和歌山大」（『朝日新聞』2011 年 10 月 7 日付）
